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論文内容の要旨
【背景】ニンニクなどのネギ類が胃がんのリスクを下げる事が疫学調査により示されている。またln
vitroで、は、ニンニク抽出物の抗H.pylori活性が報告されている。
【目的】 H.pylori感染スナネズミを用いて、ニンニク抽出物 (GE;ニンニクを細断後、 50%エタノール
で10ヶ月以上抽出調整)のH.pylori誘発胃炎への抑制効果を検討する。
【方法】 <1>スナネズミにH.pyloriを経口ゾンデで投与し感染4時間後から 1、2、4%ず、つGEを配
合した飼料を6週間投与した。対照としてGEを含まない飼料を同様に投与した。<2 >H.pylori 感染2
週後から 4%GEを4週および6週間投与し、対照としてGEを含まない飼料を同期間投与した。それぞれ
の実験で解剖時における肉眼的胃炎、顕微鏡的胃炎および胃内生菌数を比較した。
【結果】 <1>対照群では胃粘膜に明らかな浮腫(10/10)と出血斑 (9/10)を伴う胃炎をみとめた。これ
に対し 4%GE群では、浮腫、出血斑はそれぞれ8/10、6/10であった。また胃湿重量では対照群の1.04g
に対し 4%GE群はO.86g、出血斑の個数は19.2'こ対し8.1、UpdatedSydney System'こ基づ、くMicroscopic
scoreは5.9'こ対し4.2と肉眼的、顕微鏡的胃炎の有意な軽減がみとめられた。しかし、解剖時胃内生菌数
に各飼料群間の有意差はなかった。<2 >H. pylori 感染2週後からの 4%GE投与群では対照群に比し
GEによる胃炎抑制効果は明かではなかった。
【結語】 4%GEはH.pylori誘発胃炎を抑制する事がわかった。しかし、 H.pylori感染2週後よりGEを
投与しても胃病変は抑制されなかった。このことから、 GEによるH.pylori誘発胃炎抑制にはH.pylori感
染初期におけるGEの投与効果が重要であると考えられた。
論文審査の結果の要旨
ニンニクなどのネギ類が胃がんのリスクを下げる事が疫学調査により示されている。一方、 H.pylori
は萎縮性胃炎を惹起することにより胃癌のリスクファクターになるとされている。本研究は、 H.pylori
感染スナネズミを用いて、ニンニク抽出物 (GE・ニンニクを細断後、 50%エタノールで10ヶ月以上抽出
調製)のH.pylori誘発胃炎への抑制効果を検討したものである。
方法として、 <1>スナネズミにH.pyloriを経口ゾンデで投与し、感染4時間後から 1、 2、 4%ず
つGEを配合した飼料を 6週間投与した。対照としてGEを含まない飼料を同様に投与した。 <2>H.
pylori 感染2週後から 4%GEを4週および6週間投与し、対照としてGEを含まない飼料を同期間投与し
た。それぞれの実験で腺胃における胃炎の程度を肉眼的、病理組織学的に検索し、さらに胃内生菌数を比
????
較検討した。
その結果、 <1>対照群では胃粘膜に明らかな浮腫(10/10)と出血斑 (9/10)を伴う胃炎をみとめた。
これに対し 4%GE群では、浮腫、出血斑はそれぞれ8/10、6/10であった。また胃湿重量では対照群の
1.04g'こ対し 4%GE群は0.86g、出血斑の個数は19.2に対し8.1、UpdatedSydney Systemに基づく組織
学的スコアは5.9'こ対し4.2と肉眼的、組織学的に胃炎の有意な軽減がみとめられた。しかし、解剖時胃内
生菌数に各飼料群間の有意差はなかった。<2 > H.pylori感染2週後からの 4%GE投与群では対照群に
比しGEによる胃炎抑制効果は明かではなかった。
以上より、 4%GEは一定の条件下でH.pylori誘発胃炎を抑制する事がわかった。この成績は、ニンニ
ク抽出物のlnVIVOにおける慢性胃炎の抑制効果をはじめて明らかにしたものであり、前癌病変としての
慢性胃炎をターゲットとしたグローパルな治療戦略の一助となりうることから、著者は博士(医学)の称
号を授与されるに値するものと判定した。
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